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研究要旨 
 本事業で集学的慢性痛診療チームの構築活動を行った。慢性疼痛診療施設間で施設訪問を行
い、意見交換を行った。 

 
Ａ．研究目的 
連携施設間で施設訪問を行い、見学・カン

ファランスに参加することにより、情報共
有・施設間の連携体制の構築を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
星総合病院慢性疼痛センターの施設、外来

診療、理学療法、カンファレンスを見学。 
 
Ｃ．研究結果 
集学的な慢性疼痛治療の経験がない東北医

科薬科大学病院からの参加者にとって勉強に
なった。治療において、臨床心理士の深い関
与が必要なこと、運動療法が治療として重要
なことが理解できた。 
 
Ｄ．考察 
カンファレンスでは、患者を疾患としてで

はなく、人間として捉え、様々な面から分析、
アプローチしている点が印象的だった。 
 
Ｅ．結論 
今後の集学的慢性痛診療チームの構築に大

いに参考になった。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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